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資　料

初期八 幡学園 に お け る入所児の 障害 と教育 ・ 保護の 内容

　　一昭和 7 （1932）年 〜 昭和 12 （1937）年 を中心 として一

高野 　聡子

　昭和 7 （1932）年か ら昭和 12 （1937）年の 八幡学園 （昭和 3 ［1928］年設立、初代園長

は久保寺保久 ［1891−1942］）で は 、 精神 薄弱 とは異 なる精神低格児や性格異常児 と、

魯鈍、痴愚、白痴 とい っ た精神薄弱児 を処遇 して い たが 、 八 幡学園が想定 した主 たる

処遇対象は精神薄弱児で あ り、 入所児に 占め る割合は痴愚が高い 傾 向とな っ て い た 。

入所児に教育 と保護を提供 するため 、 八 幡学園で は入所児の 障害の 程 度や 実態の 把握

に は 、 精神年齢 と IQ を取 り入れ 、障害の 程度 を基準に して 日課 を組み 立 て 障害の 程

度に応 じた 内容を提供する 方法が取 られ て い た。 なお、こ の 時期の 八 幡学園で は 、 滝

乃川学園や藤倉学園が実施 し蓄積 して きた 内容に極め て近 い 教育 と保 護が提供 されて

お り、教育 と保 護の 内容 と方法 におい て は 2施設に類する性格 を有 して い た 。

キ
ー ・ワ

ー ド　八幡学 園　精神薄弱児施設　久保寺保久　精神薄弱児教育

1．は じめ に

　八 幡学 園 （現在、社会福祉法 人春濤会八 幡学

園）は 昭和 3 （1928）年に千葉県東葛郡八 幡町

（現在、同県市川市）に設立 され た精神薄弱児施

設で あ る 。 設 立 者 で 初 代 園 長 は 久保寺 保久

（1891−1942）であっ た
1 ］

。

　当初 よ り八 幡学 園は精神薄弱児施設 として 設

立されたが 、 設立 直後の 八 幡学園 は セ ツ ル メ ン

ト （隣保事業）を主た る事業内容 に して い た
2）

。

だが、久保寺は設立 か ら 3 年後の 昭和 6 （1931）

年 11月、北八幡保育園 を 「閉鎖」 し、「特殊教

育機関養護施設 として 精神薄弱児童を処遇」す

る こ と を宣 言 す る （久保 寺 ［1931］1 ： 高 野

［2012］）。 こ れ に よ っ て 八 幡学園 は そ れ 以後、

事業の 内容を精神薄弱児施設 と して の 機能 に 限

定 し、 昭和 13 （1938）年に千葉県立 図書館で 開

催 された 「園児作 品展」や早稲田大学で 開催 さ

聖徳大 学

れ た 「第二 回特異 児童作品展」
3 ）

を端緒 に 、 貼

り絵や絵画 の 八 幡学園 と し て 名 をはせ て い く。

　八 幡学園に関す る研究 に は 、 学園の 通史的な

研 究 と して 山 田 （1978；2009）
4 ）

と蒲生 ・内海

（2008）5｝
が挙げ られ る

6】

。また八 幡学 園は、昭

和 7 （1932）年か ら救護法
ア）

に よる入所児を多く

受け入れてお り、救護法の み な らず他の 法制度
8）

を利用 した公費に よる運営や 入所児の 階層に つ

い て の 検討 も行われ て きた。 と くに 山田 （1977；

2009）は、旧 筑波学園 （設立者は、岡野豊四郎

［1892−1964］）や滝乃川学園 （設立者は石 井亮一

［1867−1937］） と の 比較 か ら八 幡学園が 公費 の

入所児を多 く受け入れて い た こ とを明らか に

し、貧困家庭 にお ける精神薄弱児の 問題 と社会

問題 と の 関連 を明 らか に した 。

　そ し て 、藤 田 （1977）は戦前の 八 幡学園の 歳

入 と歳出の 分析 か ら、公 費に よ っ て 財源が確保

で きた こ とを明 らか に したが、それ に よっ て処

遇 の 上昇 は考 えられず、処遇の 低下 を もた ら し

た と指摘 した 。 だが、こ こ で
一

つ の 疑 問が生 じ
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る 。 それ は公費 の 利用率 の 高 さや貧困家庭か ら

の 入所率の 高さが、八幡学園で行われ た教育や

保護 の 内容 やその 質に影響 をあたえる の かとい

うこ とで ある 。 確か に 先行研究が緻密に 明 らか

に した よ うに 、 救 護法 に よる運営は施設 の 財政

状況 を逼迫 させ たの も事実で ある 。

　 しか し、先行研究で は八幡学園が 入所児の 障

害 （精神低格 、 性格異常 、 魯鈍 、 痴愚 、 白痴 など）

をい かなる概念で 定義 し、どの よ うな方法で把

握 した の か 、そ して入所児 に対 して い か なる教

育 と保護 を提供 した の か に つ い て は残 され た課

題 とな っ て い る 。 その ため本論文で は、八幡学

園が対象 と した精神薄弱児の 障害特性 を明 らか

に し、 それ らの 精神薄弱児 に対 して行わ れ た教

育と保護の 内容に つ い て 検討 し、 その 内容が精

神薄弱児施設として い か なる意味や性格 を有す

るの か に つ い て 明 らか にする こ と とする 。

　 これ らの 問 い に 答える た め 、本論文で は、 

八幡学園の 入所児の 障害の 概念 とそ の特性の 把

握 と分類 の 仕方な らびに実態 を分析 し、  入所

児に 対する 教育 と保護の 内容を検討する 。 そ し

て 、   八幡学園にお ける障害の 概念 と教育と保

護の 内容が 精神薄弱児施設 と して
一般的で あ っ

た の か ある い は特有で あ っ たの か に つ い て明 ら

か にす るた め 、 他 の 精神薄弱児施設 と の 比 較 を

行う。比較対象施設 に は 、石井亮
一

に よ っ て 設

立 され た滝乃川学園 （明治 24 ［1891］年東京府

北豊島郡 に設立 ）
9）

と、川田貞治郎 （1879−1959）

に よっ て設立 された藤倉学園 （大正 8 ［1919］年

東京府伊豆 大島に設立 ）
且゚ 1

とする 。

　上 記 2 つ の 施設 を対象 とする理 由は、八 幡学

園は所在地 こ そ千葉県で あ っ たが 、入所児の 半

数以上 を占め た救 護法該 当者 の 多 くが 東京府

（東京市 ）か らの 送 致で あ っ た か らで あ る 。 ま

た 、 入幡 学園 は昭和 7 （1932）年に東京市 台東

区三 輪の 財 団法入同善会に 八 幡学 園東京連絡所

を設 けるな ど、東京 との 関係が非常 に強か っ た 。

そ の ため本論文で の 比較対象 は、東京府 にあ っ

た滝乃川学 園と藤倉学 園に設定する 。

　本論文の 検討対象時期 は、昭和 7 （1932）年頃

か ら昭和 12 （1937）年頃まで を対象時期に設定

す る 。 こ の 時期 を対象とする理 由は前後の 時期

に以 下の ような施設機能の 違い が 確認で きるか

らである 。 まず 、 対象時期の 開始 を昭和 7 （1932）

年頃 とする 理 由は 、先述 の よ うに 八 幡学園 の 機

能は昭和 7 （1932）年以降か らセ ツ ル メ ン ト （隣

保事業）か ら精神薄弱児の 教育 ・保護 に特化 し

た 施設 に変化 し 、 久保寺が元来持 っ て い た意図

が具体化され たか らであ る 。 そ して、対象時期

を昭和 12 （1937）年まで とす る理 由は 、 八 幡学

園で は昭和 ユ3 （1938）年を端緒 に入所児の 絵画

作 品展
’P

が 盛ん に行わ れ る と と もに、開催地等

を中心 として久保寺が精神薄弱児施設に関す る

講演活動を行 っ て い くか ら で ある 。 す なわ ち、

昭和 13 （1938）年以 降は、 それ まで の 施設 内部

で 行わ れて きた入所児に対 する教育 と保護 の 提

供に加え、絵画作品展や久保寺の 講演活動 に よ

る施設外部に 向けた啓蒙的な活動が八 幡学園に

は新 た に 加 わ っ て くる の で ある 。 したが っ て 、

昭和 13 （1938）年以 降は、八幡学園 に新 たな施

設機能が加わ る と考 えられ 、施設内部の教育 と

保護の 内容や性格を明らか に し、合わせ て 絵画

作品展 や久保寺の 講演活動の 内容や その意義を

分析する とと もに 、 施設内部の 教育と保護の 内

容 と施設外部に向け られたそ れ との 関係や 関連

に つ い て の 検討が必 要 に なる 。

　本論文で使用する資料 は、八 幡学園で 昭和 10

（1935）年か ら、学園創立 7周 年 を記念 して 発
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ひ つ じ ぽ

行 され る よ うに なっ た月刊 学園誌 『櫓穂』（戦

前は昭和 10 ［1935］年の 第 1号〜昭和 12 ［1937］

年第 ll号ま で 発行）、久保寺が執筆 し 『社会事

業彙報』 などの 社会事業関係の 雑誌に発表した

記述や 八 幡学園 の 「事業要覧」等 を使 用す る 。

なお 、 本論文で は検討対象時期の 教育や保護 の

内容 を明らかにする ため、対象時期の 頃に 発行 、

執筆 されたもの を主た る資料 とし て使用す る 。

　また 、本論文で は久保寺保久 の 長男 で 、 第二

代園長で あっ た久保寺光久 （1920−2012）か ら聞

き取 り調査 を実施 した
12〕

。 こ の 聞き取 り調査の

内容 は 、 史資料 の 補足 と して使用 する。な お、

本研究は歴史研究で あるた め、精神低格、性格

異常 、 精神薄弱 、 魯鈍、痴愚、白痴等の 歴 史的
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用語 を使用する 。

皿．八幡学園におけ る入所 児の障害概念 ・特性

　とその 実態

　 1 ．精神低格 ・性格異常とその 処遇理由

　（1）精神低格 。性格異常の 特性

　Table　lに は昭和 9 （1934）年〜昭和 12 （1937）

年まで の 八幡学園に おける入所児 の 障害 とその

割合 （パ ーセ ン テ ージ）を示 したが 、入所児の

障害は精神低格 、 性格異常 、 魯鈍 、 痴愚、白痴

の 4 〜 5 種類 に 分け られ て い た
131
。 こ れ らの 障

害特性に つ い て 八幡学園ある い は園長の 久保寺

は どの よ うに捉 えて い たの で あろ うか 。

　まず 、 精神低格 と性格異常につ い て見 てみ よ

う。 久保寺は昭和 10 （1935）年の 彼の 著述 「異

常児保護の 精神的要素 と技術 的要素」で 精神低

格に カ ッ コ を付け性格異常 （すなわち 「精神低

格 （性格異常）」）と表記 して い る こ とか ら （久

保寺 匚1935a］3−4）、精神低格 と性格異常を同質

の 障害 と して 捉えて い た とい え よ う。

　 また、入所児
一

覧か らも精神低格 と性格異常

が同質の 障害 として捉 えられて い たこ とが わか

る 。 例 えば、昭和 9 （1934）年に性格異常 に 分

類 された入所児の A 児 と B 児 は 、 昭和 10 （1935）

年に は精神低格 、 昭和 ll （1936）〜 12 （1937）年

には性格異常 に 分類 され て お り、そ の 他 に も昭

和9 （1934）年 に精 神低格 に 分類 され た入所 児

の C 児は、昭和 10 （1935）年 も精神低 格で あ っ

た が 、 昭和 11 （1336）〜 12 （1937）年には性格異

常に 分類 され て い る の で ある （Table　2）。

Table　1 入 幡学園 に お け る 入所児 の 障害 とそ の 割合 （昭和 9 〜 12年）

障害〆年

昭和 9 年 昭和 10年 昭和 ll年
’’”7一一

1
．一一一一一．

人　： ％
　 　 ：

一一一一．．．’．’『『T．．．一
　 人 　： ％
　 　 ：

”一一’一’
丁
’匿匿”匿’

人 　旨 ％
　 　 ：

　昭和 12年
『．一一一．．’1凵一’匿τ一．．

　人　： ％
　 　 ：

性格異常 2i8　 「
一

…
一 5 …157 　i20

　 ：

精神低格 li4　 卩 4 …・3
　 ：一　　：　

一

　 …

　 ：一
　　：　

一

　 …

魯鈍
　 　 ：

10　： 38
　 　 ：

　 ：
8　 ： 27
　 ：

9 …26
　 …

7i20

痴愚
　 ：

8　 i31
　 ：

　 　 ：

12　 240
　 　 旨

12i35
　　…
12　134
　 　 ：

白痴 5i196 …20
　 1

7i2 ユ 9 …26

不明 一 i一 ＿　… ＿
　 ：

l　 i3
　 ： 刊 一

計 26i1 ・・ 30 …10034ilOO351100 　　r

出所 ：　精神薄 弱児 児童 保 護教 養施 設 児童 教化 八 幡学園概要

　　　 昭和 9 年 7月、昭和 10年 4 月、昭和11年 5 月、昭和12年 3 月

Table・2　入所児の 障害分類の 変化 （昭和 9 〜 12年）

氏名／年 昭和 9年 昭和10年 昭和 ll年 昭和12年

A 児 性格異常 精神低格 性格異常 性格異常

B 児 性格異常 精神低格 性格異常 性格異常

C児 精神低格 精神低格 性格異常 性格異常

出所 ：精 神薄弱児児童 保 護教 養施 設 児童教 化八 幡学園概要

　　 昭 和 9 年 7 月、昭和 10年 4 月、昭 和 11年 5 月、昭和12年 3月
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　 しか し 、 久保寺 の 著述で は 「精神低格 （性格

異常）」 と表記 して い る もの もあれば 、 「性格異

常」、 「病的性格異常」な どと表記 して い る場合

もある 。 そ の ため精神低格と性格異常が 同質の

障害 として 捉えられ て い た こ とを前提に しつ つ

も、 以下で は久保寺の 表記 に したが い なが ら精

神低格 と性格異常 の 障害特性 を明 らか に して い

く。

　それで は精神低格並び に性格異常とは い か な

る障害特性 を有する の で あろ うか 。 それ に つ い

て久保寺は 「性格異常」 と い う用語 を用 い て 説

明する 、 性格異常児 とは、虚言や流浪が見 られ、

信頼性が皆無 な状 態で あ り、彼等に とっ て制裁

懲罰は全 く無意味である （久保寺 ［1936a］104；

［1935a］4）。 また動物 を愛撫せ ず 、 食物 の 好 き

嫌 い が激 し く、奇抜な嗜好を持ち、睡眠 も浅 い

（久保寺 ［1936a］104 ；［1935a］4）。 そして 玩具

衣類を損傷する癖があ り、興奮発揚す る よ りも

抑鬱鎮静 に なり孤独性に な りが ちで 、 精神薄弱

児 とも普通児とも調和 しない の で ある （久保寺

［1936a］104 ；［1935a］4）〇

　八 幡学園 に お け る こ の よ うな性格異 常児 の 入

所例 として 「N ．Y 」（10歳女児、　 IQ85）が報告 さ

れ て い る 。 「N ．Y 」 の 状態 は 、 「乖離性気質、学

校嫌い
、 浮浪徘徊 して登校せ ず 、 多弁、巧智 な

れ ど も同年輩の 学友とは交際せ ず 、 寧 ろ成人を

相手 とす変質性病的性格児」 で あ っ た （久保寺

［1936a］ユ03）。 また 、 先 述 の A 児 （8 歳 男児、

IQ94．3）は、精神不 安定 、 軽快性気質で、収容

時に は彷徨徘徊 、 窃盗が あっ た と報告 され て い

る （昭和 10年度児童教 化八 幡 学園事業要覧）。

こ の よ うな事例か ら性格異常児の 特性に は 、 不

良少年ともい うべ き、品行に問題 を有 し、 触法

する よ うな特性 も含まれて い たの で あ っ た。

　 さ らに久保寺は性格異常 と精神薄弱を対比 さ

せ なが ら説明する 。 性格異常 とは感情や意志 と

い っ た 「情意」が 欠けた状態で あ り、 精神 薄弱

とは 「知的欠陥」の 状態で ある （久保寺 匚1936b］

ll）。 したが っ て性格異常 と精神薄弱は 「知的

欠陥」 を基準にすれ ば 、 異なる障害特性 を有す

る の で ある 。

　だ が 、 場合 に よ っ て は精神薄弱児 に も 「情意

に異常」があ り、 性格 異常児 に も 「知 的欠陥」

があ り （久保寺 ［1935a］3 ； ［1936b］11）、 精神

薄弱で 「変質性」を有する者が 多い と も述べ て

い る （久保寺 ［1935b］20−21）。 すなわ ち 、 精神

薄弱 を有す る者 の 中 には性格異常 を合 わせ もつ

者 もい た ので ある。

　そ し て 久保寺は 「精神低格 （性格 異常）」の

障害特性 を次の よ うにも説明する 。 それは 、 精

神薄弱児 は 「単なる精神発育制止状態」にあ る

が、性格異常児は 「病的中間者」 とし て 「存在」

し て い る と い う説 明 で あ る （久 保 寺 ［1935a］

3）。 こ こ で 久保寺が述 べ よ うとす る の は、精

神低格 （性格異常）と精神病との 違い に つ い て

で あ る 。 久保寺は 「病的性格 異常」 と い う表現

を用 い て 、病的性格異常 とは 「精神的疾苦」 を

有 して お り、そ の 「精神的疾苦」 と は 「精神病

的証候」（久保寺 ［1935a］3−4）、すなわち精神病

の 状態 を有す る と述べ て い るので ある 。

　 しか し久保寺は 、精神 低格 （性 格異 常）児

は、「精神的疾苦」の 状態が表立 つ こ とはな く、

幻覚 ある い は狂的妄想 も無 い ため 「精神病的証

候」とは 異なる と説明 して い る （久保寺 ［1935a］

3−4）。 した が っ て精神低格 （性格異常）は病的

中間者 とい う点で精神病に近接するが 、 幻覚 な

どが無 い ため に精神病とは異 なる特性 を有す る

の で ある 。

　 こ こ ま で で 精神低格と性格異常は、その 障害

特性が類似す る もの で あ り、精神薄弱、そ して

精神病とは異 なる特性 と して理解 され て い た こ

と を明 らかに して きた 。 久保寺は、さ らに これ

らの 障 害の 相互 関係 を次の よ うに 説明 して い

る 。 そ れ は Fig，1に示す よ うに 、   精神薄弱、

  変質性精神低格 （所謂精神病的中間者）、  

精神病の 3 つ を総称 して精神異常ある い は精神

欠 陥 と して い る こ とで あ る （久保寺 ［1935b］

20）。 す なわ ち、久保寺は 上位概念 に 精神異常

あ る い は 精神欠陥を位置づ け 、 その 下位概念 に

精神薄弱、精神低 格 （性格異常）、精神病 の 3

つ を位置づ けて い た の であ る。
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精神異常 も しくは精神欠 陥

  精神薄弱

  変質性精神低格 （所謂精神病的中間者）

  精神病

　　　　　　　　　　　　久保寺 ［1935b］20 よ り作成

Fig．1　久保寺に よる精神異常の概念

　 （2）精神低格 ・性格異常に対す る精神薄弱児

　　 施設長の 認識

　 と こ ろ で こ の よ うな障害分類 は
一

般 的で あ っ

た の で あ ろ うか 。 学術的用語として の 精神薄弱

概念 の 確立 は、明治期 の 富士 川游 （1865−1940）、

呉秀三 （1865−1932）、三 宅鑛
一

（1876−1954）の

『教 育病理学 』に み て とれ る （平田 ［1996］58−

59）。 富士川は上 位概念 に 「精神異常」を設定し、

その 下 位概念に 精神病 を原 因とする 「精神低格」

と、精神の 発達が抑制 され た 「精神薄弱」 とを

位置づ けた （富士川 ［1910］15−16）
14〕

。 こ の 富士

川の 分類 と久保寺の 分類 を比 べ れ ば、精神異常

を上位概念 に位 置づ け 、 その 下位概念 に精神薄

弱、精神低格 、 精神病 を位置づ けた点にお い て

同 じで ある。

　しか し、1920年代頃
15）

か ら精 神低格 が使 用

され る こ とはほ とん どな くな り、性格異常は 「精

神薄弱」概念 か ら区別 、 分離 して い く （茂木
・

高橋
・平 田 ［1992］4−8）。 本論文の 検討対象時

期 は、昭和 10年前後で あ る が 、 久保寺の 精神

低格や性格異常 とい っ た用語 の 使用は
一

般的な

認識 とかけ離れて い た の で あろ うか 。 それ は 滝

乃川 学園の石井や 藤倉学 園の 川田 の よ うな精神

薄弱児施設の 施設長の見解か らわか る ように か

け離れた認識で はなか っ た 。

　例 え ば 石 井 は 、 1914年実 施 の 「英 国精神障

碍者取扱法」
16）

を と りあ げ 、 その 中か ら精神上

の 障害だけで な く、 不 良もしくは罪悪的 な傾 向

が著 し い 者 を 「道徳的痴愚」と呼称 されて お り、

彼 らは 「懲罰」を与えて も矯正 の 効果が 見 られ

な い こ と を紹 介 して い る （石 井 ［1910−1925］

160−162；高野 ［2011］36）。 また 、 川 田は精神

薄弱 を合わせ 持 つ 不良少年を 「危険性精神薄弱

児」 と呼び 、 彼 らの 特性は 「モ ロ ン」程度の 精

神薄弱に加え 「感情性の 異常」を有 し、犯罪を

起こ すと説明 した （藤倉学園大正 十 三 年度年

報 ， 284；高野 ［2011］36）。 そ して 川 田の 場合

には、そ の危険性精神薄弱児 を藤倉学園に収容

し彼等の た め の 「治療教育」を考案 しよ うとし

て い た （高野 匚2011］36）。

　以 上 か ら八幡学 園 の み な らず、精神薄弱児施

設におい て は精神薄弱 と精神低格や性格異常 と

の 違 い を認識 し、石井 （に お い て は 道徳 的痴

愚）、川田 （にお い て は危険性精神薄弱児）、 久

保寺 （に お い て は精神低格、性格異常）ら は そ

れぞ れ の 名称で 呼称して い た の で ある 。 それ と

同時に、施設長 らは精神薄弱児 ・者の 中 に は 、

精神低格や性格異常 を合わせ もつ 者も存在 して

い る こ とを認識 して い たの で ある 。 で は、い か

な る理 由か ら八 幡学園で は精神低格や性格異常

を入所 させ て い た の であろ うか 。

　Tablc　1 に示 した ように、精神低格ある い は性

格異常の割合 は最 も低 い 。 割合が低 い 理由には 、

八 幡学 園の 主 た る対象が 精神薄弱に 設定 されて

い たこ とが挙げ られるが
17〕

、 それ に もかか わ ら

ず、12〜20％の 割合で在籍 した理由が何で あ っ

たか を考えるに、それは彼 らの よ うな性格異常

児の 置か れ た状態にある 。

　その 状態とは、性格異常の 「児童」や 「少年」

の た め の 、精神病院が 「実現」され て い ない こ

とで あ っ た （春濤生 匚1936b］1）。すなわち性格

異常児 は、成人の 精神病院に入 院するか、あ る
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い は貧困で あれ ば放置 されて い た の で ある （春

濤生 ［1936b］1）。 こ の 状態 に 八 幡学 園は 疑 問

を呈す る 。 そ して 「隔離」とい う強い 言葉を用

い て性格異常児 の ための 施設の 必要性 を述べ た

（春濤生 ［1936］1）。 八 幡学園 は こ の ような精

神低格や性格異常児 の 受け皿 が な い 状 態に鑑み

て 、八 幡学園は主たる対象で は ない 彼 らを入所

させ て い たの で ある。

　 2 ．主た る対象と しての精神薄弱 （魯鈍 ・痴

　　愚 ・白痴）

　（1）精神年齢 と IQ に よる分類

　 Table　lで 示 した ように 、 八幡学園は性格異常

と精神低格以外に入所児を魯鈍 、 痴愚 、 白痴 に

分類 し、それ らを総称 して精神薄弱 と して い た 。

魯鈍 、 痴愚 、 白痴 は精神薄弱の 程度を意味す る

が 、こ の よ うな分類 は ビ ネ ・シモ ン 知能検査が

作成され て 以 降、各国の 改定版作成や IQ な ど

の 導入に よ っ て 行わ れ て きた 。

　本研 究の 対象時 期 で あ る 1930年代 以 降 は、

精 神 医学 の 分 野 で ク レ ベ リ ン （Emil　Krapelin

l856−1926）の 3分類 が採用 さ れ広 く使わ れ て

い た時期 で あ る （茂木 ら 匸1992］100）。 だが 、

精神薄弱を魯鈍 、痴愚、白痴に分ける精神年齢

や IQ の 基準は教育学、心理 学な ど立場や 分 野

に よ っ て 多種多様 で あ っ た 。

　 こ の よ うな時期に あ っ て 八幡学 園で は魯鈍 、

痴愚 、 白痴 の 分類基準 と して 、 精神年齢 とIQ

を採用 し て い た 。 こ の こ と は 滝乃川 学園 （の 石

井）や 藤倉学園 （の 川田 ）に もすで に見 られ、3

つ の 精神 薄弱児施設で は精神年齢や IQ な どを

用 い て精神薄弱の 程度を診断して い た 。 それで

は八幡学園の 分類基準 は 、 滝乃川学 園や藤倉学

園の それと同 じで あ っ たの だろ うか 。

　まず、精神年齢に つ い て み てみ よう。 Table　3

に示 した よ うに八 幡学 園で は魯鈍 は MA 　8〜 12

歳、痴 愚 は MA 　3〜 7歳 、 白痴は MA 　2 歳以 下

に設定 して い た （久保寺ら ［1936コ6 ；渡邊 ［不

明］17）。

一方の 滝乃 川学 園の 石井 は 、 魯鈍 は

MA 　7 、8 〜 12歳 、 痴愚MA 　7 〜 8 歳以下、白痴

はMA 　2 以 下 歳程 度 と して い た （石井 匚1923］

292−293）。 また、藤倉学園の 川 田 は精神薄弱 を

示す用語に違 い が ある もの の 、軽愚は MA 　8 〜

12歳 、 低 能児 は MA 　3 〜 7歳 、 白痴は MA 　O 〜

2歳以下 と して い た （川田 ［1917］130−132）。 以

上 か ら滝乃 川 学 園で は痴愚 が 7〜8 歳以 下 に

なっ て い る もの の 、 3 つ の 施設 に お い て 採用 し

て い る精神年齢はほぼ 同 じで あ っ たとい える 。

　 とこ ろで こ の 精神年齢は誰が作 成 した基準を

参考に して い た の で あろ うか 。 残念なが ら史資

料の 限界 か ら特定は で きな い が 、 同時期 （昭和

14 （1939）年）に杉 田直樹 （1887−1949）が作成

した多種 多様 な当時 の 精神 年齢 や IQ の 精神薄

分類基準を整理 した 「精神薄弱児分類 の 基準」

を参考にすれ ば、精神年齢は ビ ネ ・シモ ン 知能

検査 の 結果か ら示すア メ リカ合衆国の H ．H ，ゴ

ダー ド （Goddard ，
　Henry　Herbert　l866−1957）や

L ．M ．タ ー
マ ン （Terman ，　Lewis 　Madison 　l877−

1956）の それ に相当する
1s〕

（杉 田 ［1939］表
19
り。

　確かに 、久保寺 は ゴ ダ
ー

ドの 精神年齢に よる

分類を 「興味ある もの 」 と して、彼が共 同研 究

した精神薄弱児 の 栄養改善に関す る研究 にお い

て挙 げて い る （久保寺ら ［1936］6−8）。そ して 滝

乃 川 学園の 場合に は、東京府か ら委託された 要

保護児童の 鑑別 を行 う児童研 究所 が 1920 （大正

9）年 に設置 され 、 そ こ で は タ
ー

マ ン の ス タ ン

フ ォ
ー

ド ・ビ ネ知能検査 （The　Stanfbrd　Revision

Table・3　精神年齢に よる精神薄弱の 分類基準 （八 幡学園 、 滝乃川学園 、 藤倉学園）

八幡学園 滝乃川学園 藤倉学園

魯鈍 み 12歳 魯鈍 7，8−12歳 軽愚 8．12歳

痴愚 3−7歳 痴愚 3−7
，
8歳 低能児 3−7歳

白痴 2歳以 下 白痴 2歳 以 下 白痴 0−2歳

石 井 （1923）、川 田 （1917）、渡 辺 （不 明）よ り作成
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a皿d　extension 　of 　the　Binet−Simon　inte11igence　scale
，

Teman 匚1919］）が 、 精神薄弱 の 診断基準 と して

工夫 を加 えなが ら使用 されて い た （東京府児童

研 究所 ［1933］1）。 また、川 田 の 場合に は、大

正 5 （1916）年 4 月〜同 6 （1917）年 2 月まで 彼

が 滞在 した ア メ リカ の ヴ ァ イ ン ラ ン ド精神 薄

弱者施設の 研究部門長 ゴダー ドか ら引用 した も

の で あ り、 川 田 は 同施 設の研 究部 （Research

Department）に よる知能検査 を用 い て い た と い

える （高野 ［2005］100−102）。

　次に 、IQ の 基準に つ い て み てみ よ う。 Table4

に示 した よ うに八 幡学園で は魯鈍 は 【Q75−51、

痴愚 は IQ50 −26、 白痴 は IQ25 以 下で あ っ た （久

保寺 ［1936bコll）。 滝乃川学園で は魯鈍は IQ70−

41、痴 愚 は 40−21、白痴 は 20以下 で あ っ た （東

京府 （代用）児童研究所 ［1933］136）。 また川 田

は 軽愚 は IQ80−71、低能児は IQ70−61、白痴 は

IQ44 −25で あ る （高 野 匚2005］100−102）。 3施 設

で 使用 され て い た IQ を比べ れば、それ ぞれが

異なる IQ を用い て い た こ とが わか る。

　八 幡学園 の IQ が 何 を 参考に して い た か は不

明で あるが 、 先述の 杉田 によ る 「精神薄弱児分

類の 基準」を参照すれ ば 、 タ ーマ ン の IQ （タ
ー

マ ン の IQ は魯鈍 50−70、痴愚 25−50、白痴 25以 下）

と同 じで あ る。 石井 に つ い て は タ
ー

マ ン の IQ

とも異 な り、 杉 田が 示 した基準に該当する もの

は な い 。 また、川田 の場合 に はヴ ァ イ ン ラ ン ド

精神薄弱 者施設 の 研 究部門 の 研究 員 E．A ．ドル

（Doll，　Edgar　A皿 old 　l889−1968）の 発表論文 を参

考に して い た と考え られて い る （高野 匚2005］

100−102）。

　以上か ら、 IQ に つ い て は 3施設が 異 なる 基

準を設定 して い た こ とが わか る 。 また 、一
般に

学問分野 ご とに精神 年齢や IQ の 分類基準が あ

り、 同 じ学問分野 にお い て もその 基準が異なる

同時代 にお い て、3 施設 で は共通 して精神年齢

や IQ と い っ た基 準 を用 い て 入所児 の 精神 薄弱

の 程度を分類 し 、 教育と保護 を提供 しよ うと し

て い た とい える
av）

。

　 （2）入所児における精神薄弱の 割合 と精神薄

　　弱児施設と しての 機能

　で は八 幡学園で は魯鈍、痴愚、白痴は どの よ

うな割合で 入所 して い た の で あろ うか 。 Table　1

に示 し た よ うに 、 昭 和 9 （1934）年は 魯鈍 の 割

合が 高い もの の 、昭和 10 （1935）〜 12 （1937）年

を各年で 見れ ば痴愚の 割合が 最も高い 。 痴 愚の

割合が 高 い 理 由の
一

つ には八 幡学 園の 対象設定

が考 えられる 。

　なぜ な ら八 幡学 園で は、昭和 5 （1930）年に

規定 された学園規定 にお い て 、「精神病者、白

痴並び に重症痴愚、身体的異常、生理 的欠陥の

著 しき者、伝染病者」 が入所対象外 に設定され

て い たか らで ある （昭和 4年度児童教化八 幡学

園事業要覧）。 山田 （1978 ；2009）も指摘 して い

る よ うに、精神薄弱児施設に 特化 した直後の 八

幡学園で は 白痴 は対象外で あ り （山田 ［1978］

54 ：［2009コ247−248）、その こ とが痴愚の 割合 を

高 くした要因 と考え られ る 。

　だが 、 昭和 10 （1935）年に なる と八 幡学 園の

学園規定は改訂 され 、 「精神病者 、 盲者、聾唖者、

不具 者、伝染病者」（八幡学園規定第7条）が 入

所対象外 に なっ て お り （昭和 10年度児童教化八

幡学園事業要 覧）、 盲者 、 聾唖者 を新 た に除外

対象 とする
一

方、白痴、重症痴愚、生理的欠陥

の 著 しき者 へ の 除外規定をな くした。
こ うし て

白痴が新 た に 入所対象者 とな っ た の で ある。白

Table　4IQ による精神 薄弱 の 分類 基準 （八 幡学園 、 滝乃川学園、藤倉学園）

八 幡学園 滝乃川学園 藤倉学園

魯鈍 75−51 魯鈍 70−41 軽 愚 80−71

痴愚 50−26 痴愚 40−21 低能児 70−61

白痴 25以下 自痴 20以 下 白 痴 44−25

石井 （1923）、川 田 （1917）、久保寺 ら （19．　36）よ り作 成
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痴に分類 され て い る入 所児の 中には、八幡学 園

が対象外 に設定 した 身体的な障害を併せ もつ も

の 者 もい た 。 具体 的 な入所児の 例 を挙げれ ば、

昭和 9 （1934）年の 入所児 に は 「聾唖 白痴」、「ア

テ ト
ーゼ 白痴」の 記録が 見 られ 、 入所対象外 と

な っ て い た身体 的な障害 を併せ もっ た白痴 も入

所して い た の で ある。また、Table　1に示 したよ

うに 昭和 9 （1934）〜 12 （1937）年 を通 して み れ

ば 、 わずかで はあるが白痴の 割合が増加 して い

る 。

　 しか しなが ら、八 幡学園は 第8 回社会事業大

会 にお い て提案した 「精神薄弱児保護法制定に

関する要望 とその 理 想」に お い て 、「精神薄弱

児治療教育所」 とは別 に 、 精神薄弱者の 中で も

重症で 「教護不可能」な者は、国家が 国家的施

設にお い て こ れ を保護す る こ とを提案 して い る

（日本 精 神 薄 弱愛 護協会 ・千葉 県八 幡 学園

［1935］6）。 したが っ て、八 幡学 園で は 白痴の

受け入れ を開始す る もの の 、主 たる対象者 と し

て 設定 して い なか っ たと い えよう
2P

。

　 で は 、 久保寺は どの よ うな精神薄弱児施設を

理想 として い た の であろ うか 。 それは 、 久保寺

が説明する 「促進学級」や 「補助学級」と精神

薄弱児施設 との 関係や 役割か ら明 らか にな る。

久保寺は 「促進 学級」 の 対象 を IQ71 〜 80の 最

劣等児と IQ81〜 90 の 劣等児 、 そ して 「補助学級・

学校」と 「長期収容教育保護 の 目的の ため の 施

設」の 対象 をIQ70 以下 の 精神薄弱 児 と して い

た （児童教化八幡学園 匚不明］3 ）
22）

。 すなわ ち 、

久保寺が考える精神薄弱児施設 の 対象は、大ま

か に は 「補助学級 ・学校」 と同 じ精神 薄弱児を

対象 と して い る 。

　 だが 、 久保寺は小学校 にお ける 「特 別学級1
の 少なさと規定の 欠如、そ して 「補助学校」の

設 立が経費面か らも容易で な い こ とを指摘 し、

「促進学級」 と 「補助学級」の 「改善」 と 「機

能発揮」を期待す る と と もに 、 精神薄弱児施設

の 「使命」を感じる と述 べ て い る （久保寺 ［不明］

14−15）。 「促 進学級」 や 「補助 学級」 とは異 な

る精神薄弱児施設の 「使命」 とは次の よ うな施

設機能で ある 。

　久保寺 は 「社 会事業の 要 諦」は、「事後救済

よ りも事前防止 にある」 とし、 精神薄弱児 に対

する教育 と保護は早期年齢か ら行われ る こ とが

理 想で ある とする （久保寺 ［不明］15）。 そ の た

め精神薄弱児施設は治療教育に基づ い て 、精神

薄弱 児 の 教 育 と保 護 を義務 教育前 後の 5 〜 18

歳 まで実施するの で あ り （日本精神 薄弱愛護協

会 ・千葉県八幡学園 匚1935］6）、義務教育開始

前の 年 少時か らそ して 、 義務教 育 よ り後 の 18

歳までの期 間で教育 と保護を実施する こ とを理

想と して い る の で あ る
2’3）

。

　こ の よ うな義務教育の 開始前と終了後の 期間

を含む入所者の 対象設定は石井 と川田に も見 ら

れ 、 滝乃川学園で は入所年齢を 6 ・7 〜 15・16

歳 に 、 創設期の 藤 倉学 園で は 6〜 18歳 に設定

して い た （高野 ［2009］97−99）en）
。 以上か ら八 幡

学園 を含め 3 施設で は年少時か ら教育 と保護 を

開始 し 、 義務教育が終了 した後の 年長者 も対象

と して い たこ とが わか る。

　 しか しなが ら、久保寺が述 べ る精神薄弱児施

設の 「使命」に は さらなる検討 を要す る 。 それ

は先述の ように久保寺 は 「補助学校」の 設立が

経費にお い て 困難を要す る と指摘 し て い る こ と

で ある 。 すなわち、公立の 「補助学校」設立 が

経費面にお い て可 能 とな っ た場合 に、久保寺 は

精神薄弱児施設の機能 をどの よ うに想定して い

た の か と い うこ とで ある 。 これ に つ い て は 、 数

年後の 八 幡学園の 実態とともに検討す る こ とが

必要で あ る 。

皿．八幡学園における指導方針と教育及び保護

　の 内容

　本論文 の 検討対象時期には次の よ うな指導方

針が 挙げられ て い た 。 その 指導方針 とは 、   「宗

教的家庭 主義に依 る薫陶教化 （小家族形態）」、

  「個人的社会 的適応力啓培発舒を目的とした

農園 コ ロ ニ ー
」、  「精神療法及び 作業療法 に

依る個別指導並 び に訓育」、  「退園後の 児童
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 マ マ

の 監護教導 （ア フ ターケ ヤーの 徹底）」，  「栄

養食給与、医療及び保健衛生 施設の 充実」の 5

つ で あ っ た （昭和 10年度児童教化八幡学園事業

一204一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assoolatlon 　of 　Dlsablllty 　Solenoes 厂　Japan

初期八 幡学園に お ける 入所児の 障害 と教育
・
保護の 内容

要覧）。

　 それ で は こ れ らの 指導方針に従 っ て 、 どの よ

うな教育 と保護が 八 幡学園で は行わ れ て い た の

だろ うか 。 以下 に学園誌 『櫓穂』に 断片的で は

あるが述 べ られ て い る教育と保護 の 内容 と、上

記の 指導方針 を照 らし合わ せ て教 育と保護の 内

容 を検討 して い く。

　 1．宗教的家庭主義に よる薫陶教化

　 まず 、 指導方針の   「宗教的家庭主義に依 る

薫陶教化 （小 家族形態）」 を学 園の 処遇 と照 ら

し合わ せ て み て み よ う。 八 幡学園 で は 、12月

に ク リ ス マ ス 会が 開催 され て お り （久保寺 編

［1936b］1）、宗教行事が取 り入れ られ て い たこ

とが わかる 。 滝乃川学園 と藤倉学園の 場合に は、

宗教 的習慣 と して 礼拝 が取 り入 れ られ て お り

（高野 ［2011］39−40）、宗教の 宗派等に つ い て は

検討 を要する が 、 3施設で は行事や礼拝 を通 し

て 宗教が 施設処遇の 中に取 り入れ られ て い た と

い えよ う。

　家庭主 義や 小家族形 態に つ い て は 、 検討対象

時期の 八 幡学 園の 入所児数は Table　lに 示 した

よ うに 30名前 後で あ る 。 戦前 の 滝乃川学 園や

藤倉学 園の 入 所児数 は ピーク 時に は 70名前後

に なっ て お り
25，
、検討対象時期の 八 幡学 園は 同

時期の 2 施設 と比 べ れば施設規模 として は小規

模で あ り、 家庭 主義や小家族形態が 比較 的実現

しや す い 状況に あ っ た とえい る 。

　さらに八 幡学園で は 昭和 12 （1937）年に、少

年部の た め の 聖望寮を新築 ・改築 し、 女子部の

ため の 聖愛寮、児童部の ための 聖光寮 を設 けて

い る （昭和 10年度児童教化八幡学園事業要覧）。

したが っ て 、 こ の 時期の 八 幡学園は入所児の 増

加に伴 っ て、大規模 な建物 を建造する の で は な

く、年齢や性別に 対応 した居住ス ペ ー
ス を設け

てお り、こ れ もまた小家族形態の 具現化の
一

つ

に考えられ る 。

　 2 ．農園 コ ロ ニ
ーと個別指導並び に訓育

　次 は 、   「個人的社会的適応力啓培発舒を目

的 と した 農園 コ ロ ニ ー」 と、  「精神療法及び

作業療法に依る個別指導並 び に訓育」の指導方

針 に沿 っ た教育 と保護 の 内容 に つ い て 検討 す

る 。 まず、農園 コ ロ ニ ー
に つ い て である 。 八幡

学 園で は滝乃川学園や藤倉学園で も設 け られ て

い た農園が設立当初か ら設置され て い た （高野

［2009］105 ： 匚2011］35）。八 幡学園に おい て 検

討対象 時期 に どの よ うな入所児が農 園で い か な

る作物 を栽培 して い た の かに つ い て は不明で あ

るが 、昭和 16 （1941）年の 八幡学園移転 に際 し

て は柏井農園を設け てお り、指導方針に挙 げ ら

れた 「農園 コ ロ ニ ー」が検討対象時期以降 に具

体化 され て い くこ とが推測で きる 。

　そ して   「精神療法及び作業療法 に依 る個別

指導並び に訓育」に つ い てで ある 。 久保寺は 「異

常児」 に対す る教育 は 「単 なる教育」で は無効

果であ り、教育病理学 に 「根底」 を有す る教育

が必 要で ある と し て い る （久保寺 ［1935b］22）。

そ し て 、「治療教 育」 とい う用語 を用 い て 、精

神薄弱児 に対す る治療教育の 「根本原理」 を、

a 視覚、聴覚、嗅覚 な どに働 きか ける 「感官の

教育 （覚官の練習）、 b 「身体的運動 の 練習 （運

動異常矯正 ）」、c 「弁別 、区別する能力の 練習」、

d 「注意力の 練習 （作業療法）」、e 「直観教育 （実

物に 依 る 観念教授）」、f 「情操教 育」 とい うよ

うに 6 つ 挙 げて い る （久保寺 匚1935b］22）。

　6 つ の 「根 本原理」 の 内 、 b 「身体的運 動の

練習 （運 動異常矯正）」 の 具 体的 な内容 に は、

紙細工 、 粘土細工 、 竹細工 など の 手指運動の 練

習 を行 う 「実科的作業 （手技 手工 ）」、 「農業及

園芸作業」、「諸種の 遊戯、体操 、運動、歩行練

習、女子に対する炊事、裁縫清掃濤家事の 手伝

い 」を挙げ （久保寺 ［1935b］22）、 これ らは学

園の 日課に盛 り込 まれて い た 。

　中で も、「諸種 の 遊 戯、体操、運動」に 関連

する内容と して柔道 と剣道が取 り入れ られ て い

た と考え られ る 。 とくに柔道 と剣道 を入所児 の

「自発 的遊戯」 に結び付け て 実施 し、試合 も取

り入れ て い た （春濤生 ［1936a］2）。 柔道 と剣道

は 「体育上 の 問題」を解決 し 「精神陶冶」とな

り、「心育心錬」上の 問題 を解決 した と報告 し

て お り （春濤生 ［1936a］2）za）
、教育効果が報告

されて い た 。

　なお 、 学 園の 日課は障害の 程度に よ っ て分 け
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られ て い たた め、全て の 入所児が 上記 の 作 業や

活動 を行 っ て い た わけで はな か っ た 。 学園の 日

課 は、白痴 と痴愚以 上 の 2 つ に分 け られ て お

り、 白痴は 「特別処遇」 の 対象 であ っ た 。 そ し

て痴愚以 上 に対 して は、午前は 「低度の 学科」、

午後は 「実科の 作業 （農園芸、動物飼養、木細

工 、 竹細工 、 紙細工 、 布細工 、 紐作 、 裁縫等）」

の 日課が組み立て られて い た （久保寺編 ［1936b］

6）。

　 こ の ように、八幡学園で は教育と保護の 内容

が 、 障害の 程度 を基準 に組み 立 て られた 日課 を

基 に行 われ て い た の で あ る 。 だが 、 戦前期の 滝

乃川 学園や藤倉学 園で は障害 の 程度 だけで な

く、 入所児の 年齢を考慮 した集団が 編成 されて

い た た め （高野 ［2011］36−39）、 八幡学園にお い

て 入所児の 年齢 をい か に して捉 えて い たの か に

つ い て は検討 を要す る 。

　
一

方で 八 幡学園で は学園の 特徴的な教育 と保

護の 内容が展 開 され よ うとして い た 。そ れ は、

昭和 12 （1937）年 12月に実科作業の ため の 「児

童手工 芸作業室」の 竣工 に見 て 取れる （昭和 13

年度精神薄弱児救護施設八幡学園概要 ；清水 ら

［1977］28）。 す なわち、施 設内に ス ペ ー
ス を設

けて 実科作 業 （手技手工 ）の 充実 を図 っ て い く

の で あ る 。 こ の ように教室や作業室 とい っ た ス

ペ ー
ス を設け、特定の 処遇内容 を展 開するこ と

は藤倉学園に も見 られ
27｝

、 八 幡学園の 意図や独

自性に つ い て も検討が 必要で ある 。

　 3 ．退園後 の 児童の ア フ ターケア
ー

　次 に、  「退 園後の 児童 の 監護教 導 （ア フ タ
ー

　 ？ マ

ケ ヤ
ーの 徹底）」 に つ い てで ある 。 八 幡学 園の

入所年齢は、八幡学園の 学園規定で 「6歳以上 、

15歳 未満 を原則」（八 幡学 園規定第 4条）とし、

入所中に 15歳を超えた場合 に は 、 「委託者 もし

くは保護者 の 希望 に よ り引 き続 き在園を許可す

る」 とされて い た （昭和 10年度児童教化八 幡学

園事業要覧）。

　検討対象時期の 学園規定には退所 年齢や 年数

は規定 され てお らず、退所後は 「保護者と学園

長 と協力 し補導監督 を」（八幡学 園規定 第 12条）

する こ とが記 されて い た （昭和 10年度児童教化

八 幡学園事業要覧）。詳細 な ア フ タ
ー

ケ ア
ー

の

方法や 内容に つ い て は不明で あるが 、 次の よ う

な退 所者の 消 息の 報告 が
一

つ の 手 がか りとな

る 。 それ は 3年で 退所 した 20歳男性が 自家で

養 鶏 と炭團作 りを して い る 例 や （久保 寺編

（1936c）1）、3 年半で 退所 した 20歳男性が 両親

の 元で 家事 を し、 と きお り八 幡学 園に手伝 い に

来る例で あ り （久保寺編 匚1936d］8）、単独で の

退所で は な く、家族や 親族 の 元に帰 っ た事例で

あ っ た 。

　退所や 退所後の 問題に つ い て滝乃川学園 と藤

倉学園で は、設立直後で は な く数年後 に成人の

入所者の 処遇問題 と関連し て その 対策が述 べ ら

れ て お り （高 野 ［2009］100−101 ； ［2011］35）、

八幡学園 につ い て も本論文の 検討対象時期以 降

との 時系列的な分析が必要で ある 。

　 4 ．栄養 、 医療 、 保健衛生施設の充実

　最後に  「栄養食給与 、 医療 及び保健衛生施

設の 充実」に つ い て である 。 久保寺は精神薄弱

と栄養の 関連 に注 目し てお り、先述 の よ うに 、

久保寺は共同研究で 、 栄養改善 と入所児の 行動

の 変化や 改善を明 らか に し、 入所児 に対する栄

養 改 善 の 重 要 さ を指 摘 して い る （久保 寺 ら

［1936コ5−8）。 また、八 幡町は 「自然的環境清閑

静寂」で 「保健衛生」上 も 「好適」で ある と示

されてお り （昭和 11年度児童教化八 幡学園事業

要覧）、八 幡学 園は精神薄弱児施設 と して 適 し

た立 地条件で ある と考え られて い た 。

N ．結語
一
精神薄弱児施設 としての 八幡学園の

　機能

　以上の ように八幡学園で は、精神低格 と性格

異常 とを同質の 障害 と捉 える と と もに 、 精神低

格 ・性格異常 を精神薄弱 とは異なる障害 として

捉 えて い た の で ある 。 そ して、精神低格 ・性格

異常 を有する者の 中に は、精神薄弱 を合 わせ も

つ 者 も含 まれて い る と、八 幡学園だけで な く滝

乃川学園 と藤倉学園にお い て も認識 され て い た

の で あ っ た 。

　
一方、八幡学園で は精神薄弱児を精神薄弱の

程度か ら魯鈍、痴愚 、 白痴 の 3 つ に分類 し、分
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類基準に は精神年齢や IQ を用 い て い た。分類

基準 として の 精神 年齢 やIQ の 使用 は 、 滝乃 川

学園 と藤倉学園 におい て も確認で き、八幡学園

の み ならず精神薄弱施設で は 、 精神薄弱の 程度

を把握 した上で教育 と保護が行われて い た の で

ある 。

　 なお 、八 幡学園で は 精神低格 ・性格異常 は学

園が想 定 した主 た る対象者で は な い もの の入所

して お り、その 理 由には彼 らの た め の 施設整備

が十分で な い こ とが 挙げ られ て い た 。 八幡学園

が想定 した主た る対象の 障害は魯鈍、痴愚、白

痴 とい っ た精神薄弱で あ り、 その 中で も処遇こ

そ開始する もの の 白痴 は 特別処遇 の 対象 とさ

れ 、 実 際の と こ ろ入所児に 占め る割合 は痴 愚が

高 い 傾 向 となっ て い た 。

　さ らに久保寺は石井や川田 と同 じく精神薄弱

児施設 の 処遇対象者を、義務教育 開始以前の 年

少児 か ら義務教育終了後の 年長者まで と捉 え、

久保寺はそ の 義務教育前後の 期間にお ける処遇

こ そ 、精神薄弱児施設 の 「使命」 と述 べ 、社会

事業 （精神薄弱児施設）と教育 （補助学校や 補

助学級）と の 役割に つ い て も言及 しよ うと して

い た 。

　そ して、八幡学園に おける教育 と保護の 内容

の 多 くは、滝乃 川 学園並 び に 藤倉学 園で 展 開 さ

れて い た内容に近 く、実施方法 も 2 施設 と同様

で あ っ た 。 その 実施方法には、障害 の 程度を基

準に して 日課を組み立 て 、精神薄弱の障害の 程

度に応 じた内容 を提供 す る方法が 取 られ て い

た 。 しか し検討対象時期の 八 幡学園は 「児童手

工 芸作業室」を設置 して お り、検討対象時期 よ

り後に な る と、手工芸 の 充実が展開 され る とと

もに 、 2 施設 との 違 い や 独 自性が教 育 と保護の

内容や方法 に生 じる こ とが 想定で きる 。

　以上か ら検討対 象時期 の 八 幡学園 で は 、 滝乃

川学園や藤倉学園が実施 し蓄積 して きた 内容 に

極め て近 い 教育 と保護が提供され てお り、教育

と保護の 内容 と方法 と い う点 にお い ては 2施設

とは違 い は なか っ たの で ある 。 だ が 、久保寺、

石 井 、 川田 ら施設長 の 年齢に は 年齢差が あ り、

創設年 に も差が ある。そ の た め精神薄弱児施設

として の 八幡学園の 機能や性格が、こ の 年齢差

や創設年の 差に よ っ て何 らか の 影響を受けて い

るの か につ い て 、 八 幡学 園の 検討対象時期を広

げた時系列に よる検討と、 他の 施設 との 横断的

な比 較検討が必 要で ある 。
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註

1）久保寺保久は、東京市下谷 区 （現在 の 台東 区西

　　域）に生まれ、尋常小学校高等科卒業後、城北

　　銀行や 日本興業銀行に就職し、仕事を続けなが

　　ら中学校を卒業 した 。 そ して大正 5 （1916）年

　　25歳 で、東京帝国大学に 入 学 し、病気療 養 を

　　へ て 大正 9 （1920）年京都 帝国大学哲学科へ 転

　　学す る。京都帝国大学 は大正 12 （1923）年に卒

　　業 （社会学専攻）し、そ の 後感化教育施設で あ

　　る大阪府立修徳館に 教諭 として 就職す る。しか

　　し、大正 12 （1923）年 9月に関東大震災が発生

　　し、久保寺は半年余 りで 大阪府立修徳館 を退職

　　し （大阪府立 修徳学院 ，21）、東京の 実家に 戻

　　る。そ の 後、東京か ら千葉県市川市八幡 に 移住

　　し、 昭和 2 （1927）年に、精神薄弱児施設 と し て

　　児童教化八幡学園 の 創設を計画する の で ある 。

2 ）セ ッ ル メ ン ト （隣保事業）の 内容 とは、近隣の

　　幼児児童 を対象に し た放課後の 学習会、母親

　　ら を対象 に し た洋裁等 の 講習会、さ らに は北

　　八幡保育 園 の 運営で あ り （高野 ［2012］：児童

　　教化八 幡学園 ［1929コ23−24）、地域住民か らの

　　精神薄弱 児施設、設立 に対す る 理解を得 る た

　　め に行わ れ て い た （高野 匚2012］ ：山田 ［1978］

　　48−49 ；［2009］236 ）。 本研究で行 っ た聞 き取 り

　　調査 （平成 23 ［2011］年 10月 13日実施 ）で も、

　　二 代目学園長 で あ っ た 久保寺光久氏か ら同様

　　の 証言得て い る。

3 ）「第二 回特異児童作 品展」は 昭和13 （1938）年

　　ll月 8 日よ り4日間 、 早稲田大学心理学教室 の

　　戸川行男 （1903−1992）教授監修 に よ っ て 早稲 田
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　 大学大隈講堂 で 開催された 。

4 ）山田 （1978 ；2009）は、昭和戦前期 に お ける 精

　 神薄弱児の 教育や 社会事業の 問題 と照 ら し合

　　わせ なが ら久保寺な らび に 八幡学園 の 精神薄

　 弱児保護思想を検討 し た 。

5）蒲生 ら （2008）は久保寺 の 生涯 ともに 戦前 の 学

　　園史を明 らか に した 。

6）その 他に は、内海 （1978）が 戦前の 入所児の実

　　態 につ い て 久 保寺 の 対象論 と入所児 の 障害の

　　程度か ら分析を行 い 、山内 （2003）は久保寺が

　　い か なる 「障害児観」を持 っ て い た の か を検

　　討し た 。 また 、清水 ・三 輪 （1977） に よ っ て 八

　　幡学園の建築計画や 寮の 配置 に つ い て 検討が

　　なされて い る。

7 ）救 護法 は 昭 和 4 （1929）年に 制 定 され 、 同 7

　　（1932）年 に施行 された 。 救 護法に該当する者

　　と は、  65歳 以 上 の 老衰者、  13歳以下 の 幼

　　者、  妊 産婦、  不具廃疾、疾病、傷痍そ の

　　他精神 ま た は 身体 の 障碍 に 因 り労務 を 行 う故

　　障 ある者 の 4つ で あ っ た。八 幡学園の入所児は 、

　　  または  に該当し て い た 。

8 ）そ の 他昭和 7 （1932）〜同 12 （1937）年まで 八幡

　　学園が適応 した法制度には、児童虐 待防止法

　　（昭和 8 ［1933ユ年公布）が あっ た 。

9 ）滝乃 川学園 は 当初、孤女学 院 と して 設立 され

　　て お り、白痴教育 を 開始 した の は 、 明 治 30

　　（1887）年で ある 。

10）東京府と の 関係 とい う共通項以 外に も3施設 に

　　は相互 の 連携や交流があ っ た 。 例 えば、藤倉学

　　園 の 創設 は篤志家の 中内春吉 （1864−1920）に よ

　　る東京府へ の 寄附が発端 で あ る が、こ の寄付金

　　を用 い た精神薄弱児施設創設の た め の 寄附対象

　　者 として 川田に絞 られる際、石井が東京府や 中

　　内 の問を介し て い た （高野 ［2009］94−97）。 また

　　八 幡学 園 の 久 保寺 （数 日間）と 主事 の 渡辺 実

　　（三週間）は藤倉学園に 訪問
・滞在 し、川田 よ

　　り指導を受け て い る （久保寺保久編 ［1932］2）。

　　さらに、昭和 9 （1934）年の 日本精神薄弱児愛護

　　協会 （現在 の 日本知的障害者福祉協会）の設立

　　で は 、 久保寺が林蘇東 （浅草寺カ ル ナ学園主事）

　　ともに、石井を訪ね 同協会設 立 の 準備 を進 め、

　　久保寺が幹事 として協会 の 実 質的な運営を担 っ

　　て い た （蒲生 ・内海 匚2008］52）。

11）昭和 14 （1937）年に大連市 、 奉天市、新京市、

　　ハ ル ビ ン 市、吉林 市、京城 府 で 開催 され、そ

　　れ と同時に そ の 地 で 久保寺は講演 活動 を行 っ

　　て い る （社会福祉 法人八 幡学園六十周年編集委

　　員会 （編）［1988コ20）。

12）聞き取 り調査 は、平成 23 （2011）年 10月 13 日

　　に実施し、 現 園長の 久保寺玲氏 （久保寺保久 の

　　孫）同席の もと、本論文の執筆者が イ ン タ ビ ュ

　 　 ア にな り、久保寺光久氏 にイ ン タ ビ ュ
ーした 。

13）昭 和 8 （1933）年 6月末 の 入所児 の 分類 に は 、

　　「デ ビ リテ ート」、「イ ン ベ チ リ テ ート」、「イ ヂ

　　オ チ ー」と表記 され て い た （児童教化 八 幡学 園

　　匚不明］2）。 また 、 昭和 12年度に は魯鈍や痴愚

　　の 中 に 興奮性魯鈍、興奮性痴 愚、遲鈍性魯鈍、

　　遲鈍 性痴愚 な どと明記 され て い る場合が あ る

　　が （精神薄弱児児童保護教養施設児童教化八 幡

　　学 園概要 昭和 12年 3月〉、Table　lで こ れ らは魯

　　鈍ある い は痴愚に分類 した 。

14）なお 、 三 宅は精神薄弱を魯鈍 、 痴愚 、 白痴 の 3

　 　 つ に分類 した （三 宅 ［1910］151−156）。

15）茂木 ら は、大正 9 （1920）年か ら 昭和 2 （1927）

　　年まで を設定して い る （茂木 ・高橋・平田 ［1992］

　 　4−8）。

16） 1913年に英国で 制定 された Tlie　Menta1　DeficienCy

　　Act の こ とを指して い る と考 えられる。

17）学園規定 の 第
一

条 目的 は、「本学園は 主要事業

　　と し て 精神薄弱者に対す る特 殊 教育 及養 護、

　　並 に 職 業輔導 をなす を以 て 目的と し附帯事業

　　と して 児童教養 相談鑑 別 をなす 」と さ れ て い

　　 る （昭和 10年度児童教化八 幡学 園事業要 覧昭

　　和 10 ［1935］年改訂 版）。

18）杉 田が作成 した精神薄弱児分類の 基準につ い

　　て は 、 茂木 ら （1992）にお い て 検討 され て い る 。

19）杉 田 （1939）で は、ペ ージ 数が打た れ て い ない

　　表が 10頁 と ll頁 の 間に入れ られ て い る。本論

　　文 で は こ の表を参照 し た 。

20）一方で 精神薄弱 の 程度 を把握す る以外の 用途

　　で も、八幡学園で は精神年齢や IQ を用 い て い

　　た 。 そ れ は 、 教育や保 護 の 効 果 を示す 方法と

　　 して の 活用 で あ っ た。具体的に は、八 幡学園

　　に お け る 入所児 の 栄養 改善 に関す る共 同研究

　　にお い て、そ の 成果を IQ の 上昇を用 い て 説明

　　 して い る （久保寺 ・早川 ・森川 ［1936］6−8）。

21）教育や 保護が困難な白痴に対す る教育 の 必要

　　性に 対 して 石 井 と 川 田は否 定的 で は な く、川

　　田 の場合に は 、 自身の 教育的治療学 の 教育効

　　果を根拠に 教育効果 を予測 して い た が （高 野
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初 期 八 幡 学 園 にお け る入 所児 の 障害 と教育 ・保護 の 内容

　　［2011］33−35）、検討対 象時期 の 八幡学 園 にお

　　い て は独 自の診断方法は見 られない
。

22）昭 和8年頃 の 八 幡学園で は、IQ51 −70 を魯鈍、

　　IQ26−50痴愚 、　IQ25 以下 を白痴 に 分類 して い た

　　（児童教 化 八 幡学 園 ［不 明］2）。 こ の 分類基準

　　は本論文 の ll　2 （1）の 分類基準 と は 異 な る が、

　　 ll・2 （1）の 分類基準は昭和 11 （1936）年で あり、

　　変化した とい える 。

23）明治 40 （1907）年 の 小学校令の
一

部改正に よっ

　　て 、 義 務教 育6年 制 が確 立 され た （文部 省

　　［1972］322−324）。

24）滝乃川学園 で は 、 大正 （1920）年の 財団法 人化

　　以降変わ らず、6〜15歳に設 定されて い た （峰

　　島 ［1977］76）。 ま た、藤倉 学 園 で は 昭 和 13

　　（1938）年頃〜同19 （1944）年 まで 入所対象者

　　の 年齢は 川田が考案 した 「教 育的治療学」を

　　実 施す る た め 、 満 3〜 13歳 に 設 定 され て お り

　　（財 団法人藤倉学園 ［1941］146 ：川 田 ［1939］

　　54）、よ り年少 の 入所者の 設定となっ た 。

25）戦前期に お い て 滝乃川学園の 入所者が 70名 を超

　　えたの は昭和 14（1939）年度である （財団法人滝

　　乃 川 学 園収容人員統計，392）。一
方藤倉学園 の

　　入所者数が最 も多か っ たの は昭和 17 （1942）年

　　度の 75名 で あ り、70 名を 超 え た の は昭 和 13

　　（1938）年度以降であ っ た （昭和十五 年度事業報

　　告財団法人藤倉学園 ；昭和弐拾参年度事業報告

　　211）。

26）柔道 と剣道 は、技 能科主任の 島津眞司が担当

　　し て い た 。 その 他昭和 10 （1935）年末 の 職員は、

　　園長の久保寺保久、寮母 の 久保寺美智子 （園長

　　夫人）、主事兼会計 の 渡邊實、助手の 久保寺光

　　久 、 助 手 の 市 川 ケ イ で あ っ た　（久 保寺 編

　　 ［1936a］　1）0

27）「教育的治療学研究室」が設置 され 、 入所児を

　　対象に 川 田 の 教育的治療学が 臨床 的に研 究さ

　　れ よ うと し て い た （高野 ［2009］　100）。
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The  Classification of  Feeble-mindedness  and  the Contents  of  the Educatien  and  Care in

      Yawatagakuen  for the Institution for Feeble-minded  Children, 1932-1937

Satoko IAKANO

  Yawatagakuen  for Education and  Care of  Feeble-Minded  Children was  establishecl  by  Yhsuhisa

Kubodera  in 1928, The  institution was  a settlement  house at  first to be understood  from  local residents.

The  settlement  works  wcrc  giving dressmaking for mother  and  learning activities  for children.

However, the institution was  specialized  in education  and  care  of  feeble-minded children  from 1932.

Children were  separated  by the degree and  the state of  the feeble-mindness, being taught  mainly

practical courses  and  protected, The degree of  feeble-mindedness of  many  children  was  imbecile, The

institution adopted  the standard  of  the mental  age  and  IQ  to understand  the feeble-mindness of  rhe

children. The  daily work  of  the children  in the  institution was  different by  the  degree of  the  feeble-

mindness,  Therefore, the institution was  able  to provide education  and  care  depending on  the  degree of

the feeble-mindness. The contents  ofeducation  and  care  ofYhwatagakuen  extremely  resembled  those

which  were  developed in the 1lakinogawa Gakuen  and  the Fojikura Home  and  School for the feeble-

minded  children,

Key  werds:  Yawatagakuen  for Education and  Care of  Feeble-Minded  Children, the Institution for

        Feebleminded  Children, Yhsuhisa Kubodera, Education ofFeeble-Minded  children
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